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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を計測するスキャナと、スキャナを制御するとともに、スキャナにおける計測に
より取得される計測データに基づいて画像生成・表示に関する処理を行う操作卓と、がデ
ータ伝送路を介して接続された画像診断装置において、
　前記スキャナは、
　エラー情報の発生タイミングまたはデータサイズに応じて設定された分割数で、前記計
測データを分割するデータ分割手段と、
　前記データ分割手段により分割された前記計測データの各分割単位毎に、エラー情報を
付加するエラー情報付加手段と、
　前記エラー情報付加手段によりエラー情報が付加された計測データを前記操作卓側に送
信する送信手段と、を備え、
　前記操作卓は、
　前記送信手段から送信された計測データ及びエラー情報を受信する受信手段と、
　前記データ分割手段によって分割された計測データを元のデータサイズに結合する結合
手段と、
　前記結合手段によって結合した計測データを記録するとともに、当該計測データに付加
されたエラー情報を、その発生または収集のタイミングを示す情報とともに記録する記録
手段と、
　前記計測データ、または前記計測データに基づいて生成された画像を表示する際に、当
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該計測データに付加されたエラー情報を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする画像診断装置。
【請求項２】
　前記スキャナが前記計測データをビュー毎に送信する場合において、前記データ分割手
段は、各ビューの計測データを更に複数に分割し、
　前記エラー情報付加手段は、前記データ分割手段により分割されたデータ区切りの間に
当該ビューの計測時または伝送時に生じたエラー情報を随時付加することを特徴とする請
求項１に記載の画像診断装置。
【請求項３】
　前記エラー情報は、基板毎或いはデバイス毎に得られる情報であることを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の画像診断装置。
【請求項４】
　前記エラー情報付加手段は、
　予めエラー状態が設定され、エラー状態であるか否かを判定するための複数のエラーテ
ーブルと、
　前記複数のエラーテーブルのうち、所望のエラーテーブルに切り替える切替手段と、
　を更に備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像診断装置
。
【請求項５】
　前記操作卓は、
　各計測データについて、検査インデックスデータを生成する検査インデックスデータ生
成手段と、
　前記検査インデックスデータ生成手段によって生成された検査インデックスデータに関
連付けられた計測データにエラー情報が含まれる場合に、該検査インデックスデータに対
してエラーフラグを付加するフラグ付加手段と、
　前記エラーフラグをキーとして前記検査インデックスデータを検索する検索手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の画像診断装置。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記計測データを用いて生成された画像とともに、エラーが発生した
ビューを特定可能な形式で表示することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに
記載の画像診断装置。
【請求項７】
　前記データ伝送路は、
　光伝送路であることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の画像診断装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像診断装置に好適なデータ伝送に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、機器の修理や保守管理のため、機器を構成する各部位（基板、デバイス）に
各種モニタを複数設け、それらの信号をロジックアナライザ（波形観測装置）にて観測す
ることにより、各部位の状態を把握することが可能であった。またＸ線ＣＴ装置のような
回転系を有する機器では、小型スリップリングや無線装置等を用いて上述の各種モニタの
信号を検出していた。また、特許文献１に示すように、上述のモニタ（保守情報検出用セ
ンサ）を医用画像診断装置の複数部位に取り付け、交流電力線を用いた通信を行うことに
より保守情報をメンテナンス側へ送信する技術も提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１１５８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のようにエラーが発生した機器について修理を行う際、上述のモニ
タや通信装置等を用いて再現テストを行ってエラーの原因を究明していたが、再現性の低
いエラーについてはその現象を追跡することが困難であった。また、エラーが発生した機
器から通信装置を介してエラー情報を取得する場合には、通信回路や通信プロトコルによ
るタイムロスや、エラーメッセージの記録及び表示に要する処理時間によるタイムロスが
生じ、再現テストにおいてもリアルタイムにエラーを把握することは困難であった。
【０００５】
　本発明は、以上の問題点に鑑みてなされたものであり、エラー現象の追跡を容易に行う
ことが可能な画像診断装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述した目的を達成するために本発明は、被検体を計測するスキャナと、スキャナを制
御するとともに、スキャナにおける計測により取得される計測データに基づいて画像生成
・表示に関する処理を行う操作卓と、がデータ伝送路を介して接続された画像診断装置に
おいて、前記スキャナは、エラー情報の発生タイミングまたはデータサイズに応じて設定
された分割数で、前記計測データを分割するデータ分割手段と、前記データ分割手段によ
り分割された前記計測データの各分割単位毎に、エラー情報を付加するエラー情報付加手
段と、前記エラー情報付加手段によりエラー情報が付加された計測データを前記操作卓側
に送信する送信手段と、を備え、前記操作卓は、前記送信手段から送信された計測データ
及びエラー情報を受信する受信手段と、前記データ分割手段によって分割された計測デー
タを元のデータサイズに結合する結合手段と、前記結合手段によって結合した計測データ
を記録するとともに、当該計測データに付加されたエラー情報を、その発生または収集の
タイミングを示す情報とともに記録する記録手段と、前記計測データ、または前記計測デ
ータに基づいて生成された画像を表示する際に、当該計測データに付加されたエラー情報
を表示する表示手段と、を備えることを特徴とする画像診断装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、エラー現象の追跡を容易に行うことが可能な画像診断装置を提供でき
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】Ｘ線ＣＴ装置（画像診断装置）１のハードウエアブロック図
【図２】Ｘ線ＣＴ装置（画像診断装置）１の機能ブロック図
【図３】エラー情報の付加及びデータ伝送について説明するブロック図
【図４】伝送データの構成を示す図
【図５】エラー情報付加機能、エラーテーブル選択機能について説明するブロック図
【図６】エラー発生前後の波形データ７１及びログ情報７２の表示例
【図７】検査インデックスデータ６１に付加されるエラーフラグ６２について説明する図
【図８】検査インデックスデータの一覧７０の表示例
【図９】計測データを用いて生成された画像７３とエラー発生ポジション７４の表示例
【図１０】スキャナ２（データ送信側）の動作の流れを説明するシーケンス図
【図１１】操作卓４（データ受信側）の動作の流れを説明するシーケンス図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
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【００１０】
　まず、図１を参照して、画像診断装置のハードウエア構成について説明する。
　なお、本実施形態では本発明に係る画像診断装置の好適な例としてＸ線ＣＴ装置１を例
示する。しかし本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、ＭＲＩ装置等のように
、被検体から計測データを取得するスキャナと、スキャナを制御するとともにスキャナに
て取得した計測データに基づいて画像を生成・表示する操作卓とがデータ伝送路を介して
接続される機器を含む。
【００１１】
　図１に示すように、Ｘ線ＣＴ装置１は、スキャナ２と操作卓４とが、データ伝送路３を
介して接続されて構成される。
【００１２】
　スキャナ２は、スキャナ制御装置２０１、Ｘ線管２０２、コリメータ２０３、Ｘ線検出
器２０４、データ収集装置２０５、データ伝送ユニット２０８、送信装置２０６、及び回
転板２０７等を備える。
【００１３】
　スキャナ制御装置２０１は、Ｘ線管２０２を制御し、回転板２０７の開口部内に搬送さ
れた被検体に対してＸ線を照射する。被検体を透過したＸ線はＸ線検出器２０４に入射す
る。Ｘ線検出器２０４はＸ線検出素子をチャネル方向（周回方向）に例えば１０００個程
度、列方向（体軸方向）に例えば１～３２０個程度配列したものであり、被検体を介して
Ｘ線管２０２に対向するように配置される。Ｘ線検出器２０４はＸ線管２０２から放射さ
れて被検体を透過したＸ線を検出し、検出した透過Ｘ線データ（以下、計測データという
）をデータ収集装置２０５に出力する。
【００１４】
　データ収集装置２０５はＸ線検出器２０４に接続され、Ｘ線検出器２０４の個々のＸ線
検出素子により検出される計測データ（アナログ信号）を所定のデータ収集タイミングで
順次収集し、デジタル信号に変換して送信装置２０６に順次送出する。Ｘ線ＣＴ装置１で
は、被検体周囲の所定ビュー角度毎にＸ線を照射し、ビュー単位に計測データを収集する
。
【００１５】
　送信装置２０６は、収集した計測データ（デジタル信号）を光信号に変換して操作卓４
に送信するものである。この送信装置２０６として、本実施の形態のＸ線ＣＴ装置１では
、光信号を利用したデータ伝送を行うため光コネクタ、非接触データ伝送ユニット２０８
、及び光ケーブル（データ伝送路３）を利用する。光コネクタ、非接触データ伝送ユニッ
ト２０８、及び光ケーブルを利用したＸ線ＣＴ装置におけるデータ伝送については、特開
２００６－６８０５号公報に詳細な記載があるので、説明を省略する。
【００１６】
　更に、本実施の形態において、送信装置２０６は、計測データにエラー情報を付加する
機能を有する。このエラー情報付加機能において、更に、送信装置２０６は、計測データ
を所定のデータサイズに分割し、各分割データの間にエラー情報を適宜付加する機能を有
する。詳細は後述する（図２参照）。
【００１７】
　非接触データ伝送ユニット２０８は、スキャナ２の回転板２０７に配されデジタル信号
を光信号として放出する送信部と、回転板２０７の外周の固定部に配され、送信部から放
出される光信号を受信する受光部とにより構成される。送信部は、レーザダイオード等に
よって構成され、回転板２０７に搭載されているデータ収集装置２０５にて収集されたＸ
線検出信号のデジタル信号を光信号として放出する。受光部はフォトダイオード等から構
成され、受信した光信号を電気信号に変換する。この電気信号がすなわち計測データであ
る。
【００１８】
　回転板２０７には、Ｘ線管２０２、コリメータ２０３、Ｘ線検出器２０４、データ収集
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装置２０５、送信装置２０６、非接触データ伝送ユニット２０８の送信部等が搭載される
。回転板２０７は、図示しない回転板駆動装置から駆動伝達系を通じて伝達される駆動力
によって回転される。
【００１９】
　操作卓４は、システム制御装置４０１、画像処理装置４０２、記憶装置４０３、受信装
置４０４、表示装置４０５、及び操作装置４０６から構成される。操作卓４はデータ伝送
路３を介してスキャナ２に接続される。
【００２０】
　データ伝送路３は、スキャナ２から出力されるデータを操作卓４に伝送する通信インタ
フェースであり、スキャナ２の送信装置２０６及び操作卓４の受信装置４０４間を接続す
るものである。特に、データ伝送路３として光ケーブル（光伝送路）を使用することによ
り、例えば５Ｇｂｐｓ程度の高速通信が実現可能となっている。
【００２１】
　表示装置４０５は、液晶パネル、ＣＲＴモニタ等のディスプレイ装置と、ディスプレイ
装置と連携して表示処理を実行するための論理回路で構成され、システム制御装置４０１
に接続される。表示装置４０５は画像処理装置４０２から出力される画像、並びにシステ
ム制御装置４０１が取り扱う種々の情報を表示する。
　操作装置４０６は、例えば、キーボード、マウス、テンキー等の入力装置、及び各種ス
イッチボタン等により構成され、操作者によって入力される各種の指示や情報をシステム
制御装置４０１に出力する。操作者は、表示装置４０５及び操作装置４０６を使用して対
話的にＸ線ＣＴ装置１を操作する。
【００２２】
　システム制御装置４０１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等により構成される。システム制御装置４０１は、スキャナ２内の
スキャナ制御装置２０１に対して所定の制御信号を送信することにより、Ｘ線管２０２、
コリメータ２０３、Ｘ線検出器２０４、データ収集装置２０５、及び回転板２０７を制御
する。
【００２３】
　画像処理装置４０２は、スキャナ２から送信され、受信装置４０４により受信した計測
データに基づいて画像を生成する。例えば、データ収集装置２０５が収集した複数ビュー
の計測データを用いて、断層像を生成する。
【００２４】
　受信装置４０４は、データ伝送路３から光信号を受信し、デジタル信号に変換するもの
であり、例えば光コネクタ等により構成される。受信装置４０４は、受信したデータ（エ
ラー情報の付加された計測データ）を元のデータサイズに結合する機能や、計測データに
付加されたエラー情報に対して、その割り込み位置を示す識別情報を付加する機能を備え
る。例えば、各エラー情報に対して、それぞれエラー情報が付加されたビューのビュー番
号を付与したり、１ビューの計測データが複数に分割され、その分割データ間にエラー情
報が付加されている場合には、分割番号を付与する。これにより、エラーの発生タイミン
グ（または収集タイミング）と計測データとを時間的に関連付けることが可能となる。
【００２５】
　記憶装置４０３は、ハードディスク等により構成されるものであり、システム制御装置
４０１に接続される。記憶装置４０４には、受信装置４０３が受信した計測データやエラ
ー情報が記録される。エラー情報には、エラー情報の割り込み位置を示す識別情報（ビュ
ー番号または分割番号等）が付与されている。また、記憶装置４０３は、画像処理装置４
０２が生成する断層像やＸ線ＣＴ装置１の機能を実現するためのプログラム等を記憶する
。
【００２６】
　次に、図２～図９を参照して、本実施の形態のＸ線ＣＴ装置１の機能について説明する
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。
【００２７】
　スキャナ２の送信装置２０６は、データ収集装置２０５から計測データを取得するとと
もに、スキャナ２の各部位からエラー情報を取得している。
　送信装置２０６は、エラー情報付加部５１と、必要に応じて計測データ分割部５２とを
備える。
【００２８】
　エラー情報付加部５１は、計測データ取得時に取得したエラー情報を、その計測データ
に付加する。
　具体的には、Ｘ線ＣＴ装置１は１ビューの計測データを１送信単位として、所定のデー
タ出力間隔毎に順次操作卓４に送信している。また、各ビューの計測データは、エラー情
報を付加しない場合には、図３（Ａ）に示すように、複数の収集データ単位Ｄ１，Ｄ２，
Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５，Ｄ６，Ｄ７，Ｄ８により構成されている。なお、Ｄ１，Ｄ２，・・・
といった各収集データ単位はデータのかたまりを意味し、例えばＸ線検出器２０４のチャ
ネル単位等のように、データ収集装置２０５がＸ線検出器２０４からデータを読み出す単
位等とすればよい。ここでは説明の簡略のために、１ビューの計測データは、Ｄ１～Ｄ８
の計８つの収集データ単位により構成されるものとするがこれに限定されるものではなく
、Ｘ線検出器２０４のチャネル数等に応じて収集データ単位の数が決定される。 
【００２９】
　また図３（Ａ）に示すように、データ出力間隔は、各ビューの計測データのデータ送信
時間に対して十分な余裕が設けられるようになっている。例えば、１ビューの計測データ
（Ｄ１～Ｄ８）を送信するために３００μｓｅｃ程度の伝送時間を要する場合、１００μ
ｓｅｃ程度の余裕を持たせ、データ出力間隔１区間を４００μｓｅｃ程度としている。ま
た、データ伝送路３の伝送レートや計測データのデータ量によっては、１ビューの計測デ
ータを同一のデータ出力間隔内に再送信できる程度の余裕を持たせるようにしてもよい。
【００３０】
　本発明の画像診断装置（Ｘ線ＣＴ装置１）では、このデータ出力間隔の余裕を利用し、
各ビューの計測データにその計測データ取得時に発生（または取得）したエラー情報を割
り込ませるようにしている。
【００３１】
　送信装置２０６は、あるビューの計測データＤ１～Ｄ８を取得した際にエラー情報ｅ１
を取得した場合は、図３（Ｂ）に示すように、取得したエラー情報ｅ１を該当ビューの計
測データのデータ出力間隔内に付加する。
　エラー情報は各データ出力間隔に常に割り振られるエラー用ビットに付加されるものと
してもよいし、後述するようにエラー情報の大きさまたはエラー発生のタイミングに応じ
て１ビューの計測データを分割し、各分割データ毎にエラー情報が付加されるようにして
もよい。
【００３２】
　図３（Ｃ）では、１ビューの計測データを、Ｄ１～Ｄ４とＤ５～Ｄ８の２つに分割し、
各分割データ間にエラー情報ｅ３、ｅ４を付加する例を示し、図３（Ｄ）では、１ビュー
の計測データを、Ｄ１～Ｄ２とＤ３～Ｄ４とＤ５～Ｄ６とＤ７～Ｄ８と、の４つに分割し
、各分割データ間にエラー情報ｅ７、ｅ８、ｅ９、ｅ１０を付加する例を示している。
【００３３】
　更に、エラー情報が大きい場合や継続する場合には、図３（Ｅ）に示すように、計測デ
ータに代えて、エラー情報ｅ１５のみを送信するようにしてもよい。
　また図示しないが、１ビューの計測データを最大で収集データ単位Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，
・・・まで分割し、各収集データ単位Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，・・・の間にそれぞれエラー情
報を割り込ませることも可能である。各収集データ単位のデータ転送タイミングは、デー
タ収集装置２０５が発生するデータ転送クロックによって決定されているので、このデー
タ転送クロックのスピードでエラー情報をサンプリング可能となる。
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　なお、データの分割数は予め操作者が設定するようにしてもよい。また、データを分割
して送信する場合はデータのオーバヘッドが増えるため、分割単位は装置に必要な伝送帯
域を満足するように制限を設けておくことが望ましい。
【００３４】
　各収集データ単位Ｄ１、Ｄ２、・・・の構成を図４（Ａ）に示す。収集データ単位D１
（D２，D３，・・・）の実データである計測データｄ４のヘッダ部には、種別コードｄ１
、分割番号ｄ２、送信サイズｄ３が送信装置２０６によって付加されている。種別コード
ｄ１とは、実データ（ｄ４）が計測データであるのかエラーデータであるのかの種別を示
す識別情報であり、分割番号ｄ２とは、１ビューの計測データの分割数と分割順序に応じ
て付与される番号であり、送信サイズｄ３は分割データのサイズを示すものである。これ
により、受信装置４０３は受信した計測データ（分割データ）を元のデータサイズに結合
できる。
　同様に、エラー情報ｅ1（ｅ２，ｅ３，・・・）についても、図４（Ｂ）に示すように
、エラー情報の実データｄ５に対して種別コードｄ１、分割番号ｄ２、送信サイズｄ３が
付加される。
【００３５】
　ここで、エラー情報とは、例えば、基板温度、デバイス温度、過大電圧／電流、稼動部
のポジション、その他不可視のエラー状態を含むあらゆるエラー状態を表す情報であり、
基板毎或いはデバイス毎にそれぞれ得られる情報である。エラー情報は、基板等で発生す
る信号がアナログ値の場合は、Ａ／Ｄ変換されてデジタル値として取得される。このデジ
タル値を所定の閾値と比較することによりエラーであるか否かが判定される。スキャナ２
を構成する各基板またはデバイスは、出力信号にエラーが含まれるか否かを監視しており
、エラーが発生した場合にはエラー情報として送信装置２０６へ送出する。
【００３６】
　更に、送信装置２０６のエラー情報付加部５１にエラーテーブル選択ブロック５８を設
け、原因究明の必要性に応じてエラーテーブルを切り替え、監視すべきエラー状態の内容
を選択できるようにすることが望ましい。
【００３７】
　図５に示すように、エラーテーブル選択ブロック５８は、エラー状態を予め定めた複数
のエラーテーブルＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，・・・と、エラーテーブル選択部５８２とを備え
る。
　各エラーテーブルＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，・・・は、それぞれ収集するエラー状態を定め
たテーブルである。エラーテーブル選択部５８２は、操作装置４０６からの操作に応じて
、使用するエラーテーブルを切り替える。
　送信装置２０６は、各基板から収集されたエラー情報のうち選択されたエラーテーブル
に定められているエラー情報のみを抽出し、計測データに付加してデータ伝送路へ出力す
る。
【００３８】
　図２の説明に戻る。データ伝送路３へ出力された計測データ及びエラー情報は操作卓４
の受信装置４０４によって受信される。
　受信装置４０４は、データ結合部５３とエラー受信部５４とを備える。データ結合部５
３は、受信した計測データが分割されている場合には元のデータサイズに結合する。エラ
ー受信部５４は受信データからエラー情報を抽出して受信する。このとき、エラー受信部
５４は、エラー情報がどのビューのどの分割位置に割り込まれていたかを示すビュー番号
や分割番号等を付与することにより、エラーの発生または収集のタイミングと、計測デー
タとを時間的に関連付ける。
【００３９】
　記憶装置４０３は、データ記録部５５とエラー記録部５６とを備える。データ記録部５
５は、結合された計測データを所定の記憶領域に記録し、エラー記録部５６は、エラー情
報をビュー番号や分割番号等との関連付けが行われた状態で所定の記憶領域に記録する。
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【００４０】
　表示装置４０５は、計測データに基づいて生成された画像データを表示したり、計測デ
ータそのものを表示したりするが、表示対象の計測データまたは画像にエラー情報が含ま
れる場合にはエラー情報を表示する。エラー情報は、エラー発生時及びその前後の状態と
ともに表示される。表示形式としては、例えば、図６（Ａ）に示すように、従来のロジッ
クアナライザの表示画面７１のように計測データやエラー情報の計時変化を波形データと
して観察できるように表示したり、図６（Ｂ）に示すように、各データの取得時刻（タイ
ムスタンプ等）を示すログ情報７２を表示したりする。
【００４１】
　更に、操作卓４において生成される各検査のインデックスデータに対して、エラーが発
生したかどうかを示すエラーフラグを付加する機能を設けるようにしてもよい。すなわち
、Ｘ線ＣＴ装置１では、検査毎に被検者情報、撮影日、撮影条件、撮影した画像データの
アドレス、計測データのアドレス等を関連付けた検査インデックスデータを生成するが、
計測データにエラー情報が含まれている場合には、図７に示すように、その検査のインデ
ックスデータ６１にエラーフラグ６２を付加して記録する。
【００４２】
　図８は、検査インデックスデータ一覧７０の表示例である。
　図８に示すように、検査インデックスデータとして、「Ｎｏ．」、「氏名」、「撮影日
」、「撮影条件」、「エラー検出」等の情報が検査毎に一覧表示される。
　「エラー検出」項目は、その検査の計測データにエラー情報が含まれず、上述のエラー
フラグが「０（エラーなし）」である場合には、「正常」と記され、エラーフラグが「１
（エラーあり）」の場合には、エラー情報に従って「信号Ａ、時間Ｘ」のようにエラーの
状態（信号やエラー発生時刻）が表示される。
　このように検査インデックスデータにエラーフラグを付すことにより、エラーフラグを
キーとして、エラーを含む計測データを容易に検索することが可能となる。
【００４３】
　更に、表示装置４０５に一覧表示された検査インデックスデータに対して、マウス等の
操作装置４０６の操作によって、エラーを含む検査が指示されると、指示された検査に含
まれるエラー情報が表示されることが好ましい。すなわち、システム制御装置４０１は、
検査インデックスデータの一覧７０の中から指示された検査インデックスデータに関連付
けられている計測データや、その計測データに関連付けられているエラー情報を記憶装置
４０３から読み出し、上述の図６に示すような表示形式で表示する。
【００４４】
　また、エラー情報の表示形式の別の例として、図９に示す表示形式としてもよい。
　図９では、同一の表示画面に、（Ａ）複数ビューの計測データに基づいて生成された画
像７３と、（Ｂ）画像７３についてのエラー発生ポジションを示す画像７４と、を表示し
ている。
【００４５】
　図９（Ａ）に示す画像７３は被検体断層像であるが、図中右肩部付近にアーチファクト
７５が発生している。図９（Ｂ）は、エラー発生ポジションを示す画像７４である。画像
７４には、各ビューの位置を示すマーク（図９（Ｂ）では四角マーク）がスキャナ２の回
転板２０７を模して円状に配され、エラー発生ビューを示すマーク７７が他のマークとは
異なる表示形式（図９では斜線模様）で識別可能に表示されている。また、エラー発生ビ
ューのビュー番号等が表示されるようにしてもよい。
　図９に示すような表示形式にすることで、操作者は、図９（Ｂ）の画像７４を一見する
だけでエラーの発生位置を認識でき、エラーの原因の追究が容易となる。
【００４６】
　さらに、エラー発生ポジションを示す画像７４の識別表示された位置（エラー発生ビュ
ー）をマウスのクリック操作等によって指示すると、そのエラーの発生前後の波形データ
やログ情報が、図６のような表示形式で詳しく表示されるようにしてもよい。
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【００４７】
　次に、図１０、図１１のシーケンス図を参照して、Ｘ線ＣＴ装置１の動作について説明
する。図１０はスキャナ２の処理の流れを示し、図１１は操作卓４の処理の流れを示す。
【００４８】
　まず図１０に示すように、スキャナ２では被検体の計測に先立ち、エラーテーブルの選
択操作を受け付ける（ステップＳ１；図５）。その後、被検体の寝台２０９への載置や位
置合わせ、撮影条件の設定等の準備動作が行われると、スキャナ制御装置２０１はスキャ
ナ２のＸ線管２０２、コリメータ２０３、Ｘ線検出器２０４、データ収集装置２０５、回
転板２０７２０６等の各部を制御して計測を開始する（ステップＳ２）。
【００４９】
　計測中、データ収集装置２０５は、Ｘ線検出器２０４にて検出した各ビューの透過Ｘ線
データを計測データとして、所定のデータ転送クロックで収集し、送信装置２０６へ順次
送信する（ステップＳ３）。
　一方、計測データを取得中、Ｘ線管２０２、コリメータ２０３、Ｘ線検出器２０４、デ
ータ収集装置２０５、回転板２０７等の各部では、基板温度、デバイス温度、過大電圧／
電流、ポジション等の各種作動状態について監視しており、これらの状態についてエラー
の有無を判定し、エラー情報として送信装置２０６に送出している（ステップＳ４）。
【００５０】
　送信装置２０６は、データ収集装置２０５から計測データを取得し、各基板等からエラ
ー情報を取得すると、まず、エラーテーブル選択部５８によって選択されたエラー状態に
合致するエラー情報を抽出し、抽出したエラー情報のデータサイズまたはデータ発生タイ
ミングに応じて計測データを分割し（ステップＳ５；図３）、分割された各分割単位毎に
エラー情報を随時付加し（ステップＳ６）、更に、図４に示すように各分割データの収集
データ単位毎に種別コードｄ１、分割番号ｄ２、送信サイズｄ３を付与し、データ伝送路
３に送出する（ステップＳ７；図４）。
【００５１】
　データ伝送路３を介して操作卓４にデータが送信されると、図１１に示すように操作卓
４の受信装置４０４は送信されたデータを受信する（ステップＴ１）。そして、受信した
データに付与されているコード種別ｄ１、分割番号ｄ２、送信サイズｄ３を参照して、分
割された計測データを元のデータサイズの結合し、記憶装置４０３に送出する（ステップ
Ｔ２）。記憶装置４０３は計測データを記録する（ステップＴ３）。また、受信装置４０
４は、受信したエラー情報に割り込まれたデータ位置を示すビュー番号や分割番号等の識
別情報を付与することによりエラー情報をエラー発生またはエラー取得時刻と関連付け、
記憶装置４０３に送出する（ステップＴ４）。記憶装置４０３はエラー情報をエラー発生
時刻と関連付けられた状態で記録する（ステップＴ５）。
【００５２】
　ステップＳ１～Ｓ７及びステップＴ１～Ｔ５を、全てのビューについて順次行い、検査
が終了すると、システム制御装置４０１は、当該検査についての検査インデックスデータ
を生成する（ステップＴ６）。このとき、システム制御装置４０１は、当該検査にエラー
情報が含まれるか否かを判定し、エラー情報が含まれている場合には、当該検査の検査イ
ンデックスデータにエラーフラグ「１」を付与する（図７）。エラー情報が含まれない場
合はエラーフラグ「０」を付与する。記憶装置４０３は、生成された検査インデックスデ
ータを記録する（ステップＴ７）。
【００５３】
　ここまでの処理によって、計測データを計測中に発生したエラー情報は、その発生のタ
イミングと関連付けられて、計測データとともに記録されることとなる。
【００５４】
　なお、計測データや計測データに基づいて生成される画像等を表示する際に、計測デー
タにエラー情報が含まれている場合には、図９に示すような形式で画像７３とともにエラ
ー発生ポジションを示す画像７４を表示するようにしてもよいし、図６に示すような波形
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データやログ情報を常に監視可能な状態で表示するようにしてもよい。
【００５５】
　エラーの検索を行う指示が操作装置４０６から入力された場合は、システム制御装置４
０１は、図８に示す検査インデックスデータの一覧７０を表示装置４０５に表示させる（
ステップＴ８）。このとき、検査インデックスデータの「エラー検出」の欄を参照するこ
とにより操作者は各検査のエラーの有無を把握できる。更に、検査インデックスデータの
一覧７０から所望のインデックスデータが指定されると、システム制御装置４０１は、そ
のインデックスデータに関連付けられた計測データやエラー情報を記憶装置４０３から読
み出し、エラー発生前後の波形データやログ情報、或いはエラー発生ポジションを示す画
像等を表示装置４０５に表示させる（ステップＴ９、Ｔ１０；図６、図９）。
【００５６】
　以上説明したように、本実施の形態のＸ線ＣＴ装置１において、スキャナ２は、計測デ
ータを収集するとともに各基板やデバイス等からエラー情報を収集しており、計測データ
を操作卓４側へ送信する都度、その計測データの収集中に取得したエラー情報を計測デー
タに付加して操作卓４側に送信する。操作卓４は、計測データを受信装置４０４によって
受信し、記憶装置４０３に記録するとともに、当該計測データに付加されたエラー情報を
、その発生タイミングを示す情報とともに記録する。
【００５７】
　したがって、検査中にエラー情報と計測データとが関連付けて記録されるため、検査終
了後、エラーの原因の究明が容易となり、装置のメンテナンス作業が効率よく行えるよう
になる。特に再現頻度の低いエラーの究明が容易となる。
【００５８】
　また、エラーを通知するために、通信時に生じるタイムロスやエラーメッセージを記録
したり表示したりする際に生じるタイムロスがなく、計測データとエラー発生時の状態と
をリアルタイムに記録できる。
　また、ビュー単位に計測データを送出するような送信装置では、ビュー毎または１ビュ
ーを更に細分化した分割データ単位にエラー情報を付加することも可能であるので、数ｎ
ｓｅｃ～数百μｓｅｃ程度の微細な時間単位でエラー情報を記録することが可能となる。
【００５９】
　また、検査インデックスデータに対してエラーの有無を示すエラーフラグを付与して記
録しているので、メンテナンスの際は、エラーフラグをキーとして検査インデックスデー
タから簡単にエラー状態を検索できる。
【００６０】
　また、本発明の画像診断装置において、特に光伝送路を用いることにより、高速、広帯
域での通信が可能となる。そのため、従来のようにエラーの再現テストを行うためにスキ
ャナの回転板にスリップリングや無線装置等を用いることなく、回転板内部の保守情報を
計測データと同時に収集できる。そのため、ケーブル引き回しによる信号の劣化や無線装
置によるサンプリング帯域の制限もなくなり、信頼性が高いエラー検出が可能となる。
【００６１】
　なお、表示装置４０５の表示に基づく解析だけではエラーの原因究明が困難な場合には
、受信装置４０４に設けられている外部出力端子に直接ロジックアナライザ等の波形観察
装置を接続し、エラーの解析を行うようにしてもよい。
【００６２】
　以上、本発明に係る画像診断装置の好適な実施形態について説明したが、本発明は上述
の実施形態に限定されるものではない。当業者であれば、本願で開示した技術的思想の範
疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それらにつ
いても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００６３】
　１・・・・・画像診断装置
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　２・・・・・スキャナ
　２０１・・・スキャナ制御装置
　２０４・・・Ｘ線検出器
　２０５・・・データ収集装置
　２０６・・・送信装置
　２０７・・・回転板
　２０８・・・非接触データ伝送ユニット
　３・・・・・データ伝送路
　４・・・・・操作卓
　４０１・・・システム制御装置
　４０２・・・画像処理装置
　４０３・・・記憶装置
　４０４・・・受信装置
　４０５・・・表示装置
　４０６・・・操作装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図１１】
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